
オーラルフレイル予防（お口の機能を保ちましょう） 

1． 健康寿命の延伸のためにはフレイル予防が重要です。 

高齢期になり身体・心・社会性の衰えにより虚弱になった状態を「フレイル」と呼びます。 

フレイルは、健康と要介護の中間の状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーラルフレイルは、口の機能の健常な状態（いわゆる『健口』）と『口の機能低下』との間

にある状態で、将来のフレイル、要介護認定、死亡のリスクが高いことがわかっています。オ

ーラルフレイルの予防のためには、「栄養（食とお口の健康）」・「運動」・「社会参加」の

３本柱に併せお口の中のささいな問題に早く気づくことが重要です。日々の生活に予防対策を

取りいれましょう。 

２．オーラルフレイル予防対策 

  

 

 

 

 



３．「お口の機能の低下」は、フレイルのサインのサインです。 

   かむ、飲み込む、話すといった「お口の機能の低下」もフレイルにつながる前段階と  

言われています。チェックしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：名古屋市健康福祉局健康増進課  チェックして知って予防しようオーラルフレイルより抜粋 

 

当院では、嚥下（飲み込み）の検査を実施しています。 

最近むせる、薬が飲みにくい、喉につかえる等の症状がある場合は、 

かかりつけの科または耳鼻科の窓口にご相談ください。 

           ～いつまでの美味しく食べれるお口のために～ 
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